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ＩＴ施工技術ＩＴ施工技術

昨今の､コンピュータや通信技術などの情報化技術の発達は目覚しいも
のがあり､各産業分野に大きな影響を与えています。
道路建設分野も例外ではなく､現場作業の合理化､安全性や施工量､品質
の向上を図る各種の情報化施工技術が開発されています｡
3D-MC（三次元マシンコントロールシステム）とは､設計データを用い
て直接､施工機械を制御する技術で､特にGPSを応用した『高精度ＧＰＳ
３Ｄ-ＭＣ』は最先端の情報化施工技術です。

● 丁張､ワイヤ等の基準点設置作業の減少､簡略化が図れます。

● 電子データによる自動制御の為､施工量の向上が図れます。

● 建設機械周辺作業の減少による接触事故の防止が図れます｡

● 自動制御による仕上り精度の向上、均一化が図れます｡

● データを一元管理することで、ミスの減少が図れます｡

● 複数の施工機械･測量機器を同時に制御できます｡

複数の施工機械の同時制御が可能な情報化施工システム



３Ｄ-ＭＣと従来工法

動作の仕組
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丁張設置

誤差修正

所定の高さに
なるまで繰返す

3D-MC

従来工法

丁張設置作業が大幅に削減され、施工時の運転員の負担や、検測員に
よる検測作業も大幅に軽減される合理化された施工技術です。

基地局 RTK-GPSを形成する為に設
置される固定GPS受信機。
建設機械に装備されたGPS
アンテナと同時観測を行う事
で､建設機械の位置情報を
短時間に高精度で測位する
事が出来る。

※ RTK：Real Time Kinematic

無線で移動局と通
信を行う為のトラン
スミッタ兼レシーバ。
GPSへの影響を軽
減する為､基地局か
ら離して設置する。

無線機

車載コンピュータ GPSによって測位
された位置情報
を設計データと照
合し､作業装置の
高さ及び横断勾
配を制御する。
油圧装置の感度
等の設定も行う。

移動局

施工機械側に装備
されるＧＰＳ受信機
とレシーバ。
無線も備え、基地
局と通信を行う。

ゾーンレーザ

発光中心から、上下５
mの幅を持った回転レ
ーザ発光器。
高い精度で垂直方向
の座標を認識し、補正
する事が出来る。

人工衛星
座標認識用の測位衛星｡
アメリカが管理するGPS
とロシアのGLONASSの
両方を使用する。

項　　目

制御範囲 ○ 半径３００m ○ 半径３００ｍ ◎ 半径２０００ｍ

制御精度 ◎
垂直方法
±１０ｍｍ

◎
垂直方法
±１０mm

△
垂直方法
±３０ｍｍ

周辺への影響 ◎ 無し △ 無線電波の発信 △ 無線電波の発信

複数制御 △ 1対1での制御 ◎ 制御範囲内無制限 ◎ 制御範囲内無制限

自立性 ◎ スタンドアローン △ 他国の衛星頼み △ 他国の衛星頼み

天　候 × 降雨時不可 ○
通常のGPS
として使用可

◎ 左右されない

ＰＣとの接続 △
　現場での
ＰＣ接続必要 ◎

　現場では
ＰＤＡタイプ ◎

　現場では
ＰＤＡタイプ

ＧＰＳ高精度ＧＰＳトータルステーション

３ＤーＭＣの種類と適用

高精度GPSは、垂直精度と複数
制御の項目で通常のGPSとトー
タルステーションの両方の優位
な特性を備えています。
しかし、GPSを使用するには衛
星信号を受信可能という条件が
ある為、現場の条件も充分考慮
する必要があります。


